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【 レレヴァント レポート(関連報告書) Ⅱ 】 ～ 他県の取組状況 ① ～

神奈川県

神奈川県は地形的に西部の山地、中央の平野・台地、東部の丘陵・沿岸と多様で、湘南

地域や相模原地域に自転車利用率の高いエリアが存在する。

神奈川県が行った令和３年度県民ニーズ調査では県全体で約3割が日常的に自転車

を利用しており、利用は増加傾向にある。令和2年国勢調査に基づく通勤・通学手段の集

計結果から、自転車を利用している人の割合は約11.3%と推計されている。

県はサイクリングルートマップの作成や

「自転車の駅」の整備、太平洋岸自転車道を

中心とした矢羽根型路面表示を設置などで

ハード面を強化している。

また、湘南地域シェアサイクル広域周遊観

光実証実験事業を2019年から実施してい

る。

交通安全教室として、県警公式アプリに「スマートチリリンスクール」を実装し、ゲーム

感覚で交通ルール学習ができる仕組みを運用。アプリ内の「デジタルチリカ」機能を通じ

て、協力店での割引など地域経済との連携も図っている。

教育現場では学校のタブレットへアプリを導入してホームルーム等で利用する事例も

ある。一時不停止や信号無視等に対する取り締まり強化も示されており、危険箇所では

自転車を降りて通行するよう指導している。

【出典：北海道 政策科学研修 研修論文（要点再構成）】

【 レレヴァント レポート(関連報告書) Ⅲ 】 ～ 他県の取組状況 ② ～

静岡県

静岡県は南北に海と山を抱く地形を有し、海岸沿いの平野部では通勤・通学を中心と

した日常利用が広がる一方、中山間地では富士山などの地域資源を活かしたアクティビ

ティ利用が活発である。また、温暖な気候であるため、年間を通じて自転車利用が可能

である。

静岡県自転車活用推進計画では、東京2020オ

リンピック・パラリンピック自転車競技開催を契機

に、静岡県を「サイクルスポーツの聖地」とするため、

競技振興、サイクルツーリズム、裾野拡大・安全、走

行空間整備の４つの目標を定め、関係者が一体と

なってハード・ソフト両面の施策を総合的に展開し、

特に自転車の安全対策では小学生から高齢者に向

けて様々な取組を実施している。
▲自転車免許制度

小学生については、長期的な交通安全行動の定着を目的とした「自転車免許制度」の

導入や小学６年生を交通安全リーダーとして指名する「交通安全リーダー制」を運用し、

リーダーが模範を示すとともに、下級生を指導することで、子どもの交通安全意識を高

めている。

▲自転車マナーアップモデル校

高校生については、「自転車マナーアップ

モデル校」を指定し交通ルール遵守の重要性

を認識させるとともに自転車ヘルメット着用

促進を図るため、地域ボランティア等と協働

した生徒主体の活動を促している。

高齢者については、高齢者向けの研修会会

場に「ヘルメット体験コーナー」を設けるほか、

研修内容の一部に自転車事故防止対策を取

り入れている。

【出典：北海道 政策科学研修 研修論文（要点再構成）】
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